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力とは影響因子として等価でないこと，摩擦熱の配分率に関する J. C. Jaegerの式は適用できないこ
となど，通常の摩擦条件の場合と異なる諸特性を指摘している。またふん囲気及び試験片材料を変え
て実験し，厳しい条件下の摩擦摩耗では酸化被膜の減摩効果も見られるが，表層軟化の影響がより大
きいことを明らかにしている。さらに剛体球と表層軟化平面の聞のすべり摩擦モデルを設定して理論
解析を行うことにより高速すべり摩擦の機構を究明し，その結果摩擦速度を摩擦面表層のかたさ変化
率に，ふん囲気による酸化を凝着係数に対応させて，実験結果をよく説明できることを示している。
次に，以上の基礎的研究を摩擦切断に応用するための追加実験及び砥石切断との比較検討を行い，
摩擦切断の特長及び最適切断条件を明らかにしている。
このように本研究は，高速すべり摩擦の機構を解明し，摩擦切断作業の指針を明示したもので，工
学上並びに工業上貢献するところが大きし」よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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